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	ホクコートップジンAAＭゾル
	■種 類 名：チオファネートメチル水和剤
	■有効成分：チオファネートメチル 40.0%
	■PRTR法指定物質：チオファネートメチル［第１種］ 40.0%
	■登録番号：第14230号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：1979.12.11
	■性    状：淡褐色水和性懸濁液
	■有効年限：３年
	■包    装：5㍑×4缶、20㍑×1缶
	【特長】
	 広範囲の病害に有効なベンズイミダゾール系殺菌剤トップジンＭのフロアブル剤。
	 大豆、麦、みかんなどの空中散布、無人ヘリコプター散布で使用可能。
	【適用内容】（2015年11月11日現在）
	【効果・薬害等の注意】
	 微量散布及び少量散布の場合は、微量散布装置以外の散布器具は使用しないこと。
	 無人ヘリコプターによる散布にあっては、散布機種に適合した散布装置を使用すること。
	 散布中、薬液の漏れのないように機体の散布用配管、その他散布装置の十分な点検を行うこと。
	 微量散布の場合、他の農薬との混用は行わないこと。また少量散布の場合は特定の農薬(混合可能が確認されているもの)を除いて原則として他の農薬との混用は行わないこと。
	 散布薬液の飛散によって自動車の塗装等に被害を生ずるおそれがあるので、散布区域内の諸物件に十分留意すること。
	 作業後は次の項目を守ること。
	① 使用後の空の容器は放置せず安全な場所に適切に処理すること。
	② 使用残りの薬剤は必ず安全な場所に責任者を決めて保管すること。
	③ 機体の散布装置は十分洗浄し、薬液タンクの洗浄廃液は安全な場所に処理すること。


	【安全使用上の注意】


